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(57)【要約】
  パネルのセットは、第１主面を有する第１パネル（１ 
０）と、第２主表面（２２）を有する第２主面を有する 
第２パネル（２０）とを含む。係止配置において、前記 
第１主面は、前記第２主面（２１）に対して本質的に垂 
直である。前記第２パネルは、前記第２主表面から第１ 
距離（Ａ）を置いた第３主表面（２５）を備える。前記 
第１パネルと前記第２パネルとは、前記第１パネルの第 
１縁部を前記第２パネルの第２縁部に係止するための係 
止装置（５０）を構成する。前記係止装置（５０）は縁 
部溝部（３０）を備え、前記縁部溝部は舌部（４０）を 
備え、前記舌部は、係止配置において、前記第１縁部と 
前記第２縁部とを、前記第１主面（１１）に対して垂直 
な第１方向（Ｄ１）において係止するために、前記第１ 
パネルの前記舌部溝部（２６）と協働するように構成さ 
れる。係止配置において、前記第１パネルと前記第２パ 
ネルとを、前記第２主面（２１）に対して垂直な第２方 
向（Ｄ２）において係止するために、前記縁部溝部の第 
１溝部表面（３１）が、第１接触領域（３１’）におい 
て前記第２主表面と協働し、前記縁部溝部の第２溝部表 

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全24頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 主 表 面 （ １ ２ ） を 有 す る 第 １ 主 面 （ １ １ ） を 有 す る 第 １ パ ネ ル （ １ ０ ） と 、 第 ２ 主  
表 面 （ ２ ２ ） を 有 す る 第 ２ 主 面 （ ２ １ ） を 有 す る 第 ２ パ ネ ル （ ２ ０ ） と 、 を 有 す る パ ネ ル  
の セ ッ ト で あ っ て 、
　 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 １ 主 面 （ １ １ ） は 、 前 記 第 ２ 主 面 （ ２ １ ） に 対 し て 本 質 的 に  
垂 直 で あ り 、
　 前 記 第 ２ パ ネ ル （ ２ ０ ） は 、 前 記 第 ２ 主 表 面 （ ２ ２ ） か ら 第 １ 距 離 （ Ａ ） を 置 い た 第 ３  
主 表 面 （ ２ ５ ） を 備 え 、
　 前 記 第 １ パ ネ ル と 前 記 第 ２ パ ネ ル と は 、 前 記 第 １ パ ネ ル （ １ ０ ） の 第 １ 縁 部 を 前 記 第 ２  
パ ネ ル （ ２ ０ ） の 第 ２ 縁 部 に 係 止 す る た め の 係 止 装 置 （ ５ ０ ） を 構 成 し 、
　 前 記 係 止 装 置 （ ５ ０ ） は 、 前 記 第 １ パ ネ ル （ １ ０ ） の 前 記 第 １ 縁 部 に 縁 部 溝 部 （ ３ ０ ）  
を 備 え 、 前 記 縁 部 溝 部 は 、 第 １ 溝 部 表 面 （ ３ １ ） と 、 反 対 側 の 第 ２ 溝 部 表 面 （ ３ ２ ） と 、  
第 １ 底 部 表 面 （ ３ ３ ） と 、 を 備 え 、
　 前 記 係 止 装 置 は 、 舌 部 溝 部 （ ２ ６ ） を 前 記 第 ２ パ ネ ル （ ２ ０ ） の 前 記 第 ２ 主 表 面 （ ２ ２  
） に 備 え 、
　 前 記 第 ２ パ ネ ル （ ２ ０ ） は 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 １ 底 部 表 面 （ ３ ３ ） に 面 す る 第  
１ 縁 部 表 面 （ ２ ３ ） を 備 え 、 前 記 第 ２ パ ネ ル は 、 前 記 舌 部 溝 部 （ ２ ６ ） と 前 記 第 １ 縁 部 表  
面 （ ２ ３ ） と の 間 に 延 び る 第 ２ 縁 部 表 面 （ ２ ４ ） を さ ら に 備 え 、
　 前 記 縁 部 溝 部 （ ３ ０ ） は 、 舌 部 （ ４ ０ ） を 備 え 、 前 記 舌 部 （ ４ ０ ） は 、 係 止 配 置 に お い  
て 、 前 記 第 １ 縁 部 と 前 記 第 ２ 縁 部 と を 、 前 記 第 １ 主 面 （ １ １ ） に 対 し て 垂 直 な 第 １ 方 向 （  
Ｄ １ ） に お い て 係 止 す る た め に 、 前 記 舌 部 溝 部 （ ２ ６ ） と 協 働 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 １ パ ネ ル と 前 記 第 ２ パ ネ ル と を 、 前 記 第 ２ 主 面 （ ２ １ ） に 対  
し て 垂 直 な 第 ２ 方 向 （ Ｄ ２ ） に お い て 係 止 す る た め に 、 前 記 第 １ 溝 部 表 面 （ ３ １ ） は 、 第  
１ 接 触 領 域 （ ３ １ ’ ） に お い て 前 記 第 ２ 主 表 面 （ ２ ２ ） と 協 働 し 、 前 記 第 ２ 溝 部 表 面 （ ３  
２ ） は 、 第 ２ 接 触 領 域 （ ３ ２ ’ ） に お い て 前 記 第 ３ 主 表 面 （ ２ ５ ） と 協 働 し 、
　 前 記 第 １ 接 触 領 域 （ ３ １ ’ ） は 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 接 触 領 域 （ ３ ２ ’ ） か ら 第  
２ 距 離 （ Ｈ ） を 置 い て 位 置 す る 、
パ ネ ル の セ ッ ト に お い て 、
－ 前 記 第 ２ 距 離 （ Ｈ ） は 、 前 記 第 １ 距 離 （ Ａ ） よ り も 大 き く 、
－ 前 記 第 １ 主 表 面 （ １ ２ ） と 前 記 第 ３ 主 表 面 （ ２ ５ ） と の 交 差 部 に お け る 縁 部 溝 部 （ ３ ０  
） は 、 開 放 ス ペ ー ス （ ３ ６ ） を 有 す る 、
こ と を 特 徴 と す る パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ 距 離 （ Ｈ ） は 、 前 記 第 １ 主 面 （ １ １ ） に 対 し て 垂 直 な 方 向 に お い て 、 前 記 第 １  
接 触 領 域 （ ３ １ ’ ） と 前 記 第 ２ 接 触 領 域 （ ３ ２ ’ ） と の 間 で 最 も 接 近 し た 距 離 で あ る 、
請 求 項 １ に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 舌 部 （ ４ ０ ） は 、 前 記 第 １ 溝 部 表 面 （ ３ １ ） か ら 突 出 す る 、
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 舌 部 （ ４ ０ ） は 、 可 撓 性 舌 部 で あ る 、
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 舌 部 （ ４ ０ ） は 、 挿 入 溝 部 （ １ ３ ） に 配 置 さ れ る 、
請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 接 触 領 域 （ ３ １ ’ ） と 前 記 第 ２ 接 触 領 域 （ ３ ２ ’ ） と は 、 前 記 第 ２ 主 面 （ ２ １ ）  
に 対 し て 垂 直 な 方 向 に お い て 、 第 ３ 距 離 （ Ｃ ） を 置 い て 位 置 し 、
　 前 記 第 １ 距 離 （ Ａ ） は 、 前 記 第 ３ 距 離 （ Ｃ ） よ り も 大 き い 、
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請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 係 止 配 置 に お い て 前 記 縁 部 溝 部 （ ３ ０ ） に 挿 入 さ れ た 前 記 第 ２ パ ネ ル （ ２ ０ ） の 一 部 が  
、 あ る 方 向 （ Ｂ ） に お い て 、 前 記 第 １ 溝 部 表 面 （ ３ １ ） に 向 か っ て 、 好 適 に は 前 記 第 １ 溝  
部 表 面 （ ３ １ ） の 下 部 （ ３ ８ ） に 向 か っ て 屈 曲 す る 、
請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 係 止 装 置 （ ５ ０ ） は 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 縁 部 表 面 （ ２ ４ ） と 前 記 第 １ 溝  
部 表 面 （ ３ １ ） と の 間 に 第 １ ス ペ ー ス （ ３ ５ ） を 構 成 す る 、
請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 縁 部 溝 部 （ ３ ０ ） は 、 第 ２ 底 部 表 面 （ ３ ４ ） を 、 前 記 第 １ 底 部 表 面 （ ３ ３ ） よ り も  
大 き い 深 さ に 備 え る 、
請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 係 止 装 置 （ ５ ０ ） は 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 １ 縁 部 表 面 （ ２ ３ ） と 前 記 第 ２ 底  
部 表 面 （ ３ ４ ） と の 間 に 第 ２ ス ペ ー ス （ ３ ７ ） を 構 成 す る 、
請 求 項 ９ に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ 接 触 領 域 （ ３ １ ’ ） と 前 記 第 ２ 接 触 領 域 （ ３ ２ ’ ） と は 、 前 記 第 ２ 主 面 （ ２ １ ）  
に 対 し て 垂 直 な 方 向 に お い て 、 第 ３ 距 離 （ Ｃ ） を 置 い て 位 置 し 、
　 前 記 第 ２ 溝 部 表 面 （ ３ ２ ） と 前 記 第 １ 底 部 表 面 （ ３ ３ ） と は 、 前 記 第 ２ 主 面 （ ２ １ ） に  
対 し て 垂 直 な 方 向 に お い て 、 第 ４ 距 離 （ Ｗ ） を 置 い て 位 置 す る 、
請 求 項 １ ０ に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 （ Ｗ ） は 、 約 ０ ． １ × Ｃ ～ ０ ． ９ × Ｃ の 範 囲 、 ま た は 約 ０ ． ２ ５ × Ｃ ～ ０ ． ７ ５ × Ｃ の  
範 囲 、 ま た は よ り 好 適 に は 約 ０ ． ５ × Ｃ で あ る 、
請 求 項 １ １ に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 溝 部 表 面 （ ３ ２ ） と 前 記 第 ２ 主 面 （ ２ １ ） と の 間 の 第 １ 角  
度 （ α ） が 、 約 １ ～ ３ ０ ° の 範 囲 、 ま た は 約 ２ ～ ２ ０ ° の 範 囲 、 ま た は よ り 好 適 に は 約 ５  
～ １ ０ ° の 範 囲 に あ る 、
請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ 主 表 面 （ １ ２ ） と 前 記 第 １ 溝 部 表 面 （ ３ １ ） と の 間 の 第 ２ 角 度 （ β ） が 、 約 ７  
０ ～ ８ ９ ° の 範 囲 、 ま た は 約 ８ ８ ～ ８ ０ ° の 範 囲 、 ま た は よ り 好 適 に は 約 ８ ５ ° で あ る こ  
と よ り 、 第 １ ス ペ ー ス （ ３ ５ ） が 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 縁 部 表 面 （ ２ ４ ） と 前 記  
第 １ 溝 部 表 面 （ ３ １ ） の 下 部 （ ３ ８ ） と の 間 に 得 ら れ る 、
請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ パ ネ ル お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ パ ネ ル は 、 Ｈ Ｄ Ｆ 、 Ｍ Ｄ Ｆ 、 合 板 、 無 垢 材 、 ま  
た は は パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド の う ち の １ つ 以 上 の 木 材 繊 維 系 材 料 、 ま た は 強 化 プ ラ ス チ ッ ク  
板 、 ま た は 木 材 繊 維 複 合 板 か ら 構 成 さ れ る 、
請 求 項 １ ～ １ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ パ ネ ル お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ パ ネ ル は 、 装 飾 層 を 備 え る 、
請 求 項 １ ～ １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 縁 部 溝 部 （ ３ ０ ） は 、 前 記 第 １ 縁 部 の 全 長 に 本 質 的 に 沿 っ て 延 び る 、
請 求 項 １ ～ １ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
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【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 ２ パ ネ ル （ ２ ０ ） は 、 前 記 舌 部 溝 部 （ ２ ６ ） を 、 ４ つ の 縁 部 の う ち の 少 な く と も  
２ つ に 備 え る 、
請 求 項 １ ～ １ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 係 止 装 置 は 、 前 記 第 １ 主 面 （ １ １ ） と 前 記 第 ２ 主 面 （ ２ １ ） と の 間 の 第 ３ 角 度 （ γ  
） を 増 大 さ せ る よ う に 、 隣 接 す る 前 記 パ ネ ル （ １ ０ ） に 対 し て 前 記 パ ネ ル （ ２ ０ ） に 角 度  
を 付 け る 動 作 （ ６ ０ ） に よ り 係 止 解 除 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る 、
請 求 項 １ ～ １ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 １ 溝 部 表 面 （ ３ １ ） は 、 前 記 舌 部 （ ４ ０ ） の 上 方 に 位 置 す る 上 部 と 、 前 記 舌 部 （  
４ ０ ） の 下 方 に 位 置 す る 下 部 （ ３ ８ ） と 、 を 備 え 、
　 前 記 下 部 （ ３ ８ ） が 前 記 上 部 に 対 し て ず れ て い る こ と に よ り 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記  
第 ２ 縁 部 表 面 （ ２ ４ ） と 前 記 下 部 （ ３ ８ ） と の 間 に 第 １ ス ペ ー ス （ ３ ５ ） が 得 ら れ 得 る 、
請 求 項 １ ～ １ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 第 １ 主 表 面 （ １ ２ ） を 有 す る 第 １ 主 面 （ １ １ ） を 有 す る 第 １ パ ネ ル （ １ ０ ） と 、 第 ２ 主  
表 面 （ ２ ２ ） を 有 す る 第 ２ 主 面 （ ２ １ ） を 有 す る 第 ２ パ ネ ル （ ２ ０ ） と を 有 す る パ ネ ル の  
セ ッ ト で あ っ て 、
　 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 １ 主 面 （ １ １ ） は 、 前 記 第 ２ 主 面 （ ２ １ ） に 対 し て 本 質 的 に  
垂 直 で あ り 、
　 前 記 第 ２ パ ネ ル （ ２ ０ ） は 、 前 記 第 ２ 主 表 面 （ ２ ２ ） か ら 第 １ 距 離 （ Ａ ） を 置 い た 第 ３  
主 表 面 （ ２ ５ ） を 備 え 、
　 前 記 第 １ パ ネ ル と 前 記 第 ２ パ ネ ル と は 、 前 記 第 １ パ ネ ル （ １ ０ ） の 第 １ 縁 部 を 前 記 第 ２  
パ ネ ル （ ２ ０ ） の 第 ２ 縁 部 に 係 止 す る た め の 係 止 装 置 （ ５ ０ ） を 構 成 し 、
　 前 記 係 止 装 置 （ ５ ０ ） は 、 前 記 第 １ パ ネ ル （ １ ０ ） の 前 記 第 １ 縁 部 に 縁 部 溝 部 （ ３ ０ ）  
を 備 え 、 前 記 縁 部 溝 部 は 、 第 １ 溝 部 表 面 （ ３ １ ） と 、 反 対 側 の 第 ２ 溝 部 表 面 （ ３ ２ ） と 、  
第 １ 底 部 表 面 （ ３ ３ ） と 、 を 備 え 、
　 前 記 係 止 装 置 は 、 舌 部 溝 部 （ ２ ６ ） を 前 記 第 ２ パ ネ ル （ ２ ０ ） の 前 記 第 ２ 主 表 面 （ ２ ２  
） に 備 え 、
　 前 記 第 ２ パ ネ ル （ ２ ０ ） は 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 １ 底 部 表 面 （ ３ ３ ） に 面 す る 第  
１ 縁 部 表 面 （ ２ ３ ） を 備 え 、 前 記 第 ２ パ ネ ル は 、 前 記 舌 部 溝 部 （ ２ ６ ） と 前 記 第 １ 縁 部 表  
面 （ ２ ３ ） と の 間 に 延 び る 第 ２ 縁 部 表 面 （ ２ ４ ） を さ ら に 備 え 、
　 前 記 縁 部 溝 部 （ ３ ０ ） は 、 舌 部 （ ４ ０ ） を 備 え 、 前 記 舌 部 （ ４ ０ ） は 、 係 止 配 置 に お い  
て 、 前 記 第 １ 縁 部 と 前 記 第 ２ 縁 部 と を 、 前 記 第 １ 主 面 （ １ １ ） に 対 し て 垂 直 な 第 １ 方 向 （  
Ｄ １ ） に お い て 係 止 す る た め に 、 前 記 舌 部 溝 部 （ ２ ６ ） と 協 働 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 １ パ ネ ル と 前 記 第 ２ パ ネ ル と を 、 前 記 第 ２ 主 面 （ ２ １ ） に 対  
し て 垂 直 な 第 ２ 方 向 （ Ｄ ２ ） に お い て 係 止 す る た め に 、 前 記 第 １ 溝 部 表 面 （ ３ １ ） は 、 第  
１ 接 触 領 域 （ ３ １ ’ ） に お い て 前 記 第 ２ 主 表 面 （ ２ ２ ） と 協 働 し 、 前 記 第 ２ 溝 部 表 面 （ ３  
２ ） は 、 第 ２ 接 触 領 域 （ ３ ２ ’ ） に お い て 前 記 第 ３ 主 表 面 （ ２ ５ ） と 協 働 し 、
　 前 記 第 １ 接 触 領 域 （ ３ １ ’ ） は 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 接 触 領 域 （ ３ ２ ’ ） か ら 第  
２ 距 離 （ Ｈ ） を 置 い て 位 置 す る 、
パ ネ ル の セ ッ ト に お い て 、
前 記 第 １ 溝 部 表 面 （ ３ １ ） は 、 前 記 舌 部 （ ４ ０ ） の 上 方 に 位 置 す る 上 部 と 、 前 記 舌 部 （ ４  
０ ） の 下 方 に 位 置 す る 下 部 （ ３ ８ ） と 、 を 備 え 、
　 係 止 配 置 に お い て 、 第 １ ス ペ ー ス （ ３ ５ ） が 、 前 記 舌 部 （ ４ ０ ） か ら 前 記 第 １ 縁 部 表 面  
（ ２ ３ ） ま で 延 び る と と も に 、 前 記 第 ２ 縁 部 表 面 （ ２ ４ ） と 前 記 下 部 （ ３ ８ ） と の 間 に 延  
び る 、
こ と を 特 徴 と す る パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
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　 係 止 配 置 に お い て 前 記 縁 部 溝 部 （ ３ ０ ） に 挿 入 さ れ た 前 記 第 ２ パ ネ ル （ ２ ０ ） の 一 部 が  
、 あ る 方 向 （ Ｂ ） に お い て 、 前 記 第 １ 溝 部 表 面 （ ３ １ ） に 向 か っ て 屈 曲 す る 、
請 求 項 ２ に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 溝 部 表 面 （ ３ ２ ） と 前 記 第 ２ 主 面 （ ２ １ ） と の 間 の 第 １ 角  
度 （ α ） が 、 約 １ ～ ３ ０ ° の 範 囲 、 ま た は 約 ２ ～ ２ ０ ° の 範 囲 、 ま た は よ り 好 適 に は 約 ５  
～ １ ０ ° の 範 囲 に あ る 、
請 求 項 １ ～ ２ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 第 １ 主 表 面 （ １ ２ ） と 前 記 第 １ 溝 部 表 面 （ ３ １ ） と の 間 の 第 ２ 角 度 （ β ） が 、 約 ７  
０ ～ ８ ９ ° の 範 囲 、 ま た は 約 ８ ８ ～ ８ ０ ° の 範 囲 、 ま た は よ り 好 適 に は 約 ８ ５ ° で あ る こ  
と よ り 、 前 記 第 １ ス ペ ー ス （ ３ ５ ） が 得 ら れ る 、
請 求 項 １ ～ ２ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 舌 部 （ ４ ０ ） は 、 前 記 第 １ 溝 部 表 面 （ ３ １ ） か ら 突 出 す る 、
請 求 項 １ ～ ２ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 舌 部 （ ４ ０ ） は 、 可 撓 性 舌 部 で あ る 、
請 求 項 １ ～ ２ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 舌 部 （ ４ ０ ） は 、 挿 入 溝 部 （ １ ３ ） に 配 置 さ れ る 、
請 求 項 １ ～ ２ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 縁 部 溝 部 （ ３ ０ ） は 、 第 ２ 底 部 表 面 （ ３ ４ ） を 、 前 記 第 １ 底 部 表 面 （ ３ ３ ） よ り も  
大 き い 深 さ に 備 え る 、
請 求 項 １ ～ ２ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 係 止 装 置 （ ５ ０ ） は 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 １ 縁 部 表 面 （ ２ ３ ） と 前 記 第 ２ 底  
部 表 面 （ ３ ４ ） と の 間 に 第 ２ ス ペ ー ス （ ３ ７ ） を 構 成 す る 、
請 求 項 ２ ８ に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 第 １ パ ネ ル お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ パ ネ ル は 、 Ｈ Ｄ Ｆ 、 Ｍ Ｄ Ｆ 、 合 板 、 無 垢 材 、 ま  
た は は パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド の う ち の １ つ 以 上 の 木 材 繊 維 系 材 料 、 ま た は 強 化 プ ラ ス チ ッ ク  
板 、 ま た は 木 材 繊 維 複 合 板 か ら 構 成 さ れ る 、
請 求 項 １ ～ ２ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 第 １ パ ネ ル お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ パ ネ ル は 、 装 飾 層 を 備 え る 、
請 求 項 １ ～ ３ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 縁 部 溝 部 （ ３ ０ ） は 、 前 記 第 １ 縁 部 の 全 長 に 本 質 的 に 沿 っ て 延 び る 、
請 求 項 １ ～ ３ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 第 ２ パ ネ ル （ ２ ０ ） は 、 前 記 舌 部 溝 部 （ ２ ６ ） を 、 ４ つ の 縁 部 の う ち の 少 な く と も  
２ つ に 備 え る 、
請 求 項 １ ～ ３ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 係 止 装 置 は 、 前 記 第 １ 主 面 （ １ １ ） と 前 記 第 ２ 主 面 （ ２ １ ） と の 間 の 第 ３ 角 度 （ γ  
） を 増 大 さ せ る よ う に 、 隣 接 す る 前 記 パ ネ ル （ １ ０ ） に 対 し て 前 記 パ ネ ル （ ２ ０ ） に 角 度  
を 付 け る 動 作 （ ６ ０ ） に よ り 係 止 解 除 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る 、
請 求 項 １ ～ ３ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
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【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 第 １ 溝 部 表 面 （ ３ １ ） は 、 前 記 舌 部 （ ４ ０ ） の 上 方 に 位 置 す る 上 部 と 、 前 記 舌 部 （  
４ ０ ） の 下 方 に 位 置 す る 下 部 （ ３ ８ ） と 、 を 備 え 、
　 前 記 下 部 （ ３ ８ ） が 前 記 上 部 に 対 し て ず れ て い る こ と に よ り 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記  
第 ２ 縁 部 表 面 （ ２ ４ ） と 前 記 下 部 （ ３ ８ ） と の 間 に 第 １ ス ペ ー ス （ ３ ５ ） が 得 ら れ 得 る 、
請 求 項 １ ～ ３ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の パ ネ ル の セ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 互 い に 対 し て 垂 直 に 配 置 さ れ 得 る と と も に 機 械 式 係 止 装 置 に よ り 互 い に 係 止  
さ れ 得 る パ ネ ル に 関 す る 。 こ れ ら の パ ネ ル は 、 本 棚 、 食 器 棚 、 衣 装 箪 笥 、 ボ ッ ク ス 、 引 出  
、 ま た は 家 具 部 品 等 の 家 具 製 品 を 得 る よ う に 互 い に 組 み 付 け ら れ て 係 止 さ れ 得 る 。 係 止 装  
置 は 、 可 撓 性 舌 部 を 備 え 得 る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｗ Ｏ ２ ０ １ ７ ／ ０ ５ ２ ４ ５ ６ に よ り 明 ら か な よ う に 、 機 械 式 係 止 装 置 が 設 け ら れ た 家 具  
製 品 は 、 当 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る 。 機 械 式 係 止 装 置 は 、 角 度 を 付 け る 動 作 に よ り  
分 解 で き る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 の 特 定 の 態 様 の 目 的 は 、 上 述 の 技 術 お よ び 既 知 の 技 術 を 改 良 す る こ と 、 特 に 、 ツ  
ー ル を 使 用 す る 必 要 な く 組 み 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ た パ ネ ル の 組 付 を 容 易 に す る こ と  
で あ る 。 本 発 明 の 特 定 の 態 様 の さ ら な る 目 的 は 、 本 棚 、 食 器 棚 、 衣 装 箪 笥 、 キ ッ チ ン 設 備  
、 引 出 、 ま た は 収 納 用 ま た は 輸 送 用 ボ ッ ク ス 等 の 家 具 の フ レ ー ム パ ネ ル と バ ッ ク ピ ー ス と  
の 間 に 、 よ り 強 固 で 美 観 に 優 れ た 接 続 部 を 示 し 得 る パ ネ ル を 組 み 付 け る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 少 な く と も 特 定 の 態 様 の さ ら な る 目 的 は 、 機 械 式 係 止 装 置 を 備 え る バ ッ ク ピ ー  
ス を 、 よ り 少 な い 製 造 ス テ ッ プ か つ 低 コ ス ト で 製 造 す る こ と で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 下 の 説 明 か ら 明 ら か に な る で あ ろ う こ れ ら の 目 的 、 お よ び 他 の 目 的 お よ び 利 点 の 少 な  
く と も い く つ か は 、 第 １ 主 表 面 を 有 す る 第 １ 主 面 を 有 す る 第 １ パ ネ ル と 、 第 ２ 主 表 面 を 有  
す る 第 ２ 主 面 を 有 す る 第 ２ パ ネ ル と 、 を 有 す る パ ネ ル の セ ッ ト で あ っ て 、 係 止 配 置 に お い  
て 、 前 記 第 １ 主 面 は 、 前 記 第 ２ 主 面 に 対 し て 本 質 的 に 垂 直 で あ り 、 前 記 第 ２ パ ネ ル は 、 前  
記 第 ２ 主 表 面 か ら 第 １ 距 離 を 置 い た 第 ３ 主 表 面 を 備 え 、 前 記 第 １ パ ネ ル と 前 記 第 ２ パ ネ ル  
と は 、 前 記 第 １ パ ネ ル の 第 １ 縁 部 を 前 記 第 ２ パ ネ ル の 第 ２ 縁 部 に 係 止 す る た め の 係 止 装 置  
を 構 成 し 、 前 記 係 止 装 置 は 、 前 記 第 １ パ ネ ル の 前 記 第 １ 縁 部 に 縁 部 溝 部 を 備 え 、 前 記 縁 部  
溝 部 は 、 第 １ 溝 部 表 面 と 、 反 対 側 の 第 ２ 溝 部 表 面 と 、 第 １ 底 部 表 面 と 、 を 備 え 、 前 記 係 止  
装 置 は 、 舌 部 溝 部 を 前 記 第 ２ パ ネ ル の 前 記 第 ２ 主 表 面 に 備 え 、 前 記 パ ネ ル は 、 係 止 配 置 に  
お い て 、 前 記 第 １ 底 部 表 面 に 面 す る 第 １ 縁 部 表 面 を 備 え 、 前 記 第 ２ パ ネ ル は 、 前 記 舌 部 溝  
部 と 前 記 第 １ 縁 部 表 面 と の 間 に 延 び る 第 ２ 縁 部 表 面 を さ ら に 備 え 、 前 記 縁 部 溝 部 は 、 舌 部  
を 備 え 、 前 記 舌 部 は 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 １ 縁 部 と 前 記 第 ２ 縁 部 と を 、 前 記 第 １ 主  
面 に 対 し て 垂 直 な 第 １ 方 向 に お い て 係 止 す る た め に 、 前 記 舌 部 溝 部 と 協 働 す る よ う に 構 成  
さ れ 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 １ パ ネ ル と 前 記 第 ２ パ ネ ル と を 、 前 記 第 ２ 主 面 に 対 し て  
垂 直 な 第 ２ 方 向 に お い て 係 止 す る た め に 、 前 記 第 １ 溝 部 表 面 は 、 第 １ 接 触 領 域 に お い て 前  
記 第 ２ 主 表 面 と 協 働 し 、 前 記 第 ２ 溝 部 表 面 は 、 第 ２ 接 触 領 域 に お い て 前 記 第 ３ 主 表 面 と 協  
働 し 、 前 記 第 １ 接 触 領 域 は 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 接 触 領 域 か ら 第 ２ 距 離 を 置 い て  
位 置 し 、 前 記 第 ２ 距 離 は 、 前 記 第 １ 距 離 よ り も 大 き く 、 前 記 第 １ 主 表 面 と 前 記 第 ３ 主 表 面  
と の 交 差 部 に お け る 縁 部 溝 部 は 、 開 放 ス ペ ー ス を 有 す る 、 パ ネ ル の セ ッ ト に よ り 達 成 さ れ  
た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 第 ２ 距 離 は 、 前 記 第 １ 主 面 に 対 し て 垂 直 な 方 向 に お い て 、 前 記 第  
１ 接 触 領 域 と 前 記 第 ２ 接 触 領 域 と の 間 で 最 も 接 近 し た 距 離 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 舌 部 は 、 前 記 第 １ 溝 部 表 面 か ら 突 出 し 得 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 舌 部 は 、 可 撓 性 舌 部 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 舌 部 は 、 挿 入 溝 部 に 配 置 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 第 １ 接 触 領 域 と 前 記 第 ２ 接 触 領 域 と は 、 前 記 第 ２ 主 面 に 対 し て 垂  
直 な 方 向 に お い て 、 第 ３ 距 離 を 置 い て 位 置 し 得 る 。 前 記 第 １ 距 離 は 、 前 記 第 ３ 距 離 よ り も  
大 き い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 係 止 配 置 に お い て 前 記 縁 部 溝 部 に 挿 入 さ れ た 前 記 第 ２ パ ネ ル の 一 部 が  
、 方 向 に お い て 前 記 第 １ 溝 部 表 面 に 向 か っ て 屈 曲 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 係 止 装 置 は 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 縁 部 表 面 と 前 記 第 １ 溝  
部 表 面 と の 間 に 第 １ ス ペ ー ス を 構 成 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 第 １ 溝 部 表 面 は 、 前 記 舌 部 の 上 方 に 位 置 す る 上 部 と 、 前 記 舌 部 の  
下 方 に 位 置 す る 下 部 と 、 を 備 え 、 前 記 下 部 が 前 記 上 部 に 対 し て ず れ て い る こ と に よ り 、 係  
止 配 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 縁 部 表 面 と 第 ２ の 前 記 下 部 と の 間 に 第 １ ス ペ ー ス が 得 ら れ 得 る  
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 縁 部 溝 部 は 、 第 ２ 底 部 表 面 を 、 前 記 第 １ 底 部 表 面 よ り も 大 き い 深  
さ に 備 え 得 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 係 止 装 置 は 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 １ 縁 部 表 面 と 前 記 第 ２ 底  
部 表 面 と の 間 に 第 ２ ス ペ ー ス を 構 成 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 記 第 １ 接 触 領 域 と 前 記 第 ２ 接 触 領 域 と は 、 前 記 第 ２ 主 面 に 対 し て 垂 直  
な 方 向 に お い て 、 第 ３ 距 離 を 置 い て 位 置 し 得 る 。 前 記 第 ２ 溝 部 表 面 と 前 記 第 １ 底 部 表 面 と  
は 、 前 記 第 ２ 主 面 に 対 し て 垂 直 な 方 向 に お い て 、 第 ４ 距 離 を 置 い て 位 置 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 第 ４ 距 離 は 、 約 ０ ． １ × 第 ３ 距 離 ～ ０ ． ９ × 第 ３ 距 離 の 範 囲 、 ま  
た は 約 ０ ． ２ ５ × 第 ３ 距 離 ～ ０ ． ７ ５ × 第 ３ 距 離 の 範 囲 、 ま た は よ り 好 適 に は 約 ０ ． ５ ×  
第 ３ 距 離 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 溝 部 表 面 と 前 記 第 ２ 主 面 と の 間 の 第 １ 角  
度 が 、 約 １ ～ ３ ０ ° の 範 囲 、 ま た は 約 ２ ～ ２ ０ ° の 範 囲 、 ま た は よ り 好 適 に は 約 ５ ～ １ ０  
° の 範 囲 に あ り 得 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 第 １ 主 表 面 と 前 記 第 １ 溝 部 表 面 と の 間 の 第 ２ 角 度 が 、 約 ７ ０ ～ ８  
９ ° の 範 囲 、 ま た は 約 ８ ８ ～ ８ ０ ° の 範 囲 、 ま た は よ り 好 適 に は 約 ８ ５ ° で あ り 得 る 。 こ  
れ に よ り 、 第 １ ス ペ ー ス が 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 縁 部 表 面 と 前 記 第 １ 溝 部 表 面 の  
下 部 と の 間 に 得 ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 第 １ パ ネ ル お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ パ ネ ル は 、 Ｈ Ｄ Ｆ 、 Ｍ Ｄ Ｆ 、  
合 板 、 無 垢 材 、 ま た は は パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド の う ち の １ つ 以 上 の 木 材 繊 維 系 材 料 、 ま た は  
強 化 プ ラ ス チ ッ ク 板 、 ま た は 木 材 繊 維 複 合 板 か ら 構 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 第 １ パ ネ ル お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ パ ネ ル は 、 装 飾 層 を 備 え 得 る  
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 縁 部 溝 部 は 、 前 記 第 １ 縁 部 の 全 長 に 本 質 的 に 沿 っ て 延 び 得 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 第 ２ パ ネ ル は 、 前 記 舌 部 溝 部 を 、 ４ つ の 縁 部 の う ち の 少 な く と も  
２ つ に 備 え 得 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 係 止 装 置 は 、 前 記 第 １ 主 面 と 前 記 第 ２ 主 面 と の 間 の 第 ３ 角 度 γ を  
増 大 さ せ る よ う に 、 隣 接 す る 前 記 パ ネ ル に 対 し て 前 記 パ ネ ル に 角 度 を 付 け る 動 作 に よ り 係  
止 解 除 さ れ る よ う に 構 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 第 １ 主 表 面 を 有 す る 第 １ 主 面 を 有 す る 第 １ パ ネ ル と 、 第 ２ 主 表 面  
を 有 す る 第 ２ 主 面 を 有 す る 第 ２ パ ネ ル と 、 を 有 す る パ ネ ル の セ ッ ト で あ っ て 、 係 止 配 置 に  
お い て 、 前 記 第 １ 主 面 は 、 前 記 第 ２ 主 面 に 対 し て 本 質 的 に 垂 直 で あ り 、 前 記 第 ２ パ ネ ル は  
、 前 記 第 ２ 主 表 面 か ら 第 １ 距 離 を 置 い た 第 ３ 主 表 面 を 備 え 、 前 記 第 １ パ ネ ル と 前 記 第 ２ パ  
ネ ル と は 、 前 記 第 １ パ ネ ル の 第 １ 縁 部 を 前 記 第 ２ パ ネ ル の 第 ２ 縁 部 に 係 止 す る た め の 係 止  
装 置 を 構 成 し 、 前 記 係 止 装 置 は 、 前 記 第 １ パ ネ ル の 前 記 第 １ 縁 部 に 縁 部 溝 部 を 備 え 、 前 記  
縁 部 溝 部 は 、 第 １ 溝 部 表 面 と 、 反 対 側 の 第 ２ 溝 部 表 面 と 、 第 １ 底 部 表 面 と 、 を 備 え 、 前 記  
係 止 装 置 は 、 舌 部 溝 部 を 前 記 第 ２ パ ネ ル の 前 記 第 ２ 主 表 面 に 備 え 、 前 記 第 ２ パ ネ ル は 、 係  
止 配 置 に お い て 、 前 記 第 １ 底 部 表 面 に 面 す る 第 １ 縁 部 表 面 を 備 え 、 前 記 第 ２ パ ネ ル は 、 前  
記 舌 部 溝 部 と 前 記 第 １ 縁 部 表 面 と の 間 に 延 び る 第 ２ 縁 部 表 面 を さ ら に 備 え 、 前 記 縁 部 溝 部  
は 、 舌 部 を 備 え 、 前 記 舌 部 は 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 １ 縁 部 と 前 記 第 ２ 縁 部 と を 、 前  
記 第 １ 主 面 に 対 し て 垂 直 な 第 １ 方 向 に お い て 係 止 す る た め に 、 前 記 舌 部 溝 部 と 協 働 す る よ  
う に 構 成 さ れ 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 １ パ ネ ル と 前 記 第 ２ パ ネ ル と を 、 前 記 第 ２ 主 面  
に 対 し て 垂 直 な 第 ２ 方 向 に お い て 係 止 す る た め に 、 前 記 第 １ 溝 部 表 面 は 、 第 １ 接 触 領 域 に  
お い て 前 記 第 ２ 主 表 面 と 協 働 し 、 前 記 第 ２ 溝 部 表 面 は 、 第 ２ 接 触 領 域 に お い て 前 記 第 ３ 主  
表 面 と 協 働 し 、 前 記 第 １ 接 触 領 域 は 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 接 触 領 域 か ら 第 ２ 距 離  
を 置 い て 位 置 し 、 前 記 第 １ 溝 部 表 面 は 、 前 記 舌 部 の 上 方 に 位 置 す る 上 部 と 、 前 記 舌 部 の 下  
方 に 位 置 す る 下 部 と 、 を 備 え 、 係 止 配 置 に お い て 、 第 １ ス ペ ー ス が 、 前 記 舌 部 か ら 前 記 第  
１ 縁 部 表 面 ま で 延 び る と と も に 、 前 記 第 ２ 縁 部 表 面 と 前 記 下 部 と の 間 で 延 び る 、 パ ネ ル の  
セ ッ ト を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 係 止 配 置 に お い て 前 記 縁 部 溝 部 に 挿 入 さ れ た 前 記 第 ２ パ ネ ル の 一 部 が  
、 あ る 方 向 に お い て 、 前 記 第 １ 溝 部 表 面 に 向 か っ て 屈 曲 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 溝 部 表 面 と 前 記 第 ２ 主 面 と の 間 の 第 １ 角  
度 が 、 約 １ ～ ３ ０ ° の 範 囲 、 ま た は 約 ２ ～ ２ ０ ° の 範 囲 、 ま た は よ り 好 適 に は 約 ５ ～ １ ０  
° の 範 囲 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 第 １ 主 表 面 と 前 記 第 １ 溝 部 表 面 と の 間 の 第 ２ 角 度 が 、 約 ７ ０ ～ ８  
９ ° の 範 囲 、 ま た は 約 ８ ８ ～ ８ ０ ° の 範 囲 、 ま た は よ り 好 適 に は 約 ８ ５ ° で あ る こ と よ り  
、 第 １ ス ペ ー ス が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 舌 部 は 、 前 記 第 １ 溝 部 表 面 か ら 突 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 舌 部 は 、 可 撓 性 舌 部 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 舌 部 は 、 挿 入 溝 部 に 配 置 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 縁 部 溝 部 は 、 第 ２ 底 部 表 面 を 、 前 記 第 １ 底 部 表 面 よ り も 大 き い 深  
さ に 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 係 止 装 置 は 、 係 止 配 置 に お い て 、 前 記 第 １ 縁 部 表 面 と 前 記 第 ２ 底  
部 表 面 と の 間 に 第 ２ ス ペ ー ス を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 第 １ パ ネ ル お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ パ ネ ル は 、 Ｈ Ｄ Ｆ 、 Ｍ Ｄ Ｆ 、  
合 板 、 無 垢 材 、 ま た は は パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド の う ち の １ つ 以 上 の 木 材 繊 維 系 材 料 、 ま た は  
強 化 プ ラ ス チ ッ ク 板 、 ま た は 木 材 繊 維 複 合 板 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 第 １ パ ネ ル お よ び ／ ま た は 前 記 第 ２ パ ネ ル は 、 装 飾 層 を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 縁 部 溝 部 は 、 前 記 第 １ 縁 部 の 全 長 に 本 質 的 に 沿 っ て 延 び る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 第 ２ パ ネ ル は 、 前 記 舌 部 溝 部 を 、 ４ つ の 縁 部 の う ち の 少 な く と も  
２ つ に 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 係 止 装 置 は 、 前 記 第 １ 主 面 と 前 記 第 ２ 主 面 と の 間 の 第 ３ 角 度 を 増  
大 さ せ る よ う に 、 隣 接 す る 前 記 パ ネ ル に 対 し て 前 記 パ ネ ル に 角 度 を 付 け る 動 作 に よ り 係 止  
解 除 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 一 態 様 に よ れ ば 、 前 記 第 １ 溝 部 表 面 は 、 前 記 舌 部 の 上 方 に 位 置 す る 上 部 と 、 前 記 舌 部 の  
下 方 に 位 置 す る 下 部 と 、 を 備 え 、 前 記 下 部 が 前 記 上 部 に 対 し て ず れ て い る こ と に よ り 、 係  
止 配 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 縁 部 表 面 と 前 記 下 部 と の 間 に 第 １ ス ペ ー ス が 得 ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に お い て 可 能 で あ る こ れ ら お よ び 他 の 態 様 は 、 添 付 図 面 を 参 照 し て な  
さ れ る 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て の 以 下 の 説 明 か ら 明 白 か つ 明 瞭 に な る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ Ａ 】 図 １ Ａ は 、 キ ャ ビ ネ ッ ト フ レ ー ム を 形 成 す る 第 １ パ ネ ル の う ち の ４ つ と 、 第 ２  
パ ネ ル の う ち の １ つ と を 備 え る セ ッ ト で あ っ て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 組 付 状 態 に お け る セ  
ッ ト の 立 体 図 を 示 す 。
【 図 １ Ｂ 】 図 １ Ｂ は 、 第 １ パ ネ ル の う ち の ４ つ と 第 ２ パ ネ ル の う ち の １ つ と を 備 え る セ ッ  
ト で あ っ て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 組 付 状 態 に お け る セ ッ ト の 正 面 図 を 示 す 。
【 図 １ Ｃ 】 図 １ Ｃ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 組 付 状 態 に お け る 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ２ Ａ 】 図 ２ Ａ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 組 付 状 態 に お け る セ ッ ト の 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ２ Ｂ 】 図 ２ Ｂ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 第 １ パ ネ ル の 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ３ Ａ 】 図 ３ Ａ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 組 付 状 態 に お け る セ ッ ト の 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ３ Ｂ 】 図 ３ Ｂ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 第 ２ パ ネ ル の 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ４ Ａ 】 図 ４ Ａ は 、 本 発 明 の 変 形 実 施 形 態 に お け る 組 付 状 態 に よ る セ ッ ト の 断 面 図 を 示  
す 。
【 図 ４ Ｂ 】 図 ４ Ｂ は 、 本 発 明 の 変 形 実 施 形 態 に お け る 組 付 状 態 に よ る セ ッ ト の 断 面 図 を 示  
す 。
【 図 ５ Ａ 】 図 ５ Ａ は 、 本 発 明 の 変 形 実 施 形 態 に お け る 組 付 状 態 に よ る セ ッ ト の 断 面 図 を 示  
す 。
【 図 ５ Ｂ 】 図 ５ Ｂ は 、 本 発 明 の 変 形 実 施 形 態 に お け る 組 付 状 態 に よ る セ ッ ト の 断 面 図 を 示  
す 。
【 図 ６ Ａ 】 図 ６ Ａ は 、 本 発 明 の 変 形 実 施 形 態 に お け る 組 付 状 態 に よ る セ ッ ト の 断 面 図 を 示  
す 。
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【 図 ６ Ｂ 】 図 ６ Ｂ は 、 本 発 明 の 変 形 実 施 形 態 に お け る 組 付 状 態 に よ る セ ッ ト の 断 面 図 を 示  
す 。
【 図 ７ Ａ 】 図 ７ Ａ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 分 解 状 態 に よ る セ ッ ト の 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ７ Ｂ 】 図 ７ Ｂ は 、 本 発 明 の 異 な る 実 施 形 地 に お け る 組 付 状 態 に お け る セ ッ ト の 断 面 図  
を 示 す 。
【 図 ８ Ａ 】 図 ８ Ａ は 、 本 発 明 の 異 な る 実 施 形 地 に お け る 組 付 状 態 に お け る セ ッ ト の 断 面 図  
を 示 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 形 態 に つ い て 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 た だ し 、 本 発 明 は  
、 多 く の 異 な る 形 態 に お い て 具 現 化 さ れ 得 る も の で あ り 、 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 実 施 形 態  
に 限 定 さ れ る と 解 釈 す べ き で は な い 。 む し ろ 、 こ れ ら の 実 施 形 態 は 、 本 開 示 が 綿 密 か つ 完  
全 で あ り 、 当 業 者 に 本 発 明 の 範 囲 を 十 分 に 伝 達 し 得 る よ う に 提 供 さ れ る 。 添 付 図 面 に 示 さ  
れ る 実 施 形 態 に つ い て の 詳 細 な 説 明 で 使 用 さ れ る 用 語 は 、 本 発 明 を 限 定 す る こ と を 意 図 し  
て い な い 。 図 面 に お い て 、 同 様 の 番 号 は 、 同 様 の 要 素 を 指 す 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 用 語 は 、 本 開 示 の 特 定 の 態 様 を 説 明 す る こ と の み を 目 的 と し 、 本  
開 示 を 限 定 す る こ と を 意 図 し て い な い 。 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 場 合 、 単 数 形 （ ａ 、 ａ ｎ 、  
お よ び ｔ ｈ ｅ ） は 、 文 脈 上 明 ら か に 相 違 し な い 限 り 、 複 数 形 を 同 様 に 含 む こ と が 意 図 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 「 備 え る （ ｃ ｏ ｍ ｐ ｒ ｉ ｓ ｉ ｎ ｇ ） 」 と い う 単 語 は 、 列 記 さ れ た も の 以 外 の 要 素 ま た は  
ス テ ッ プ の 存 在 を 必 ず し も 排 除 せ ず 、 要 素 に 先 行 す る 単 語 （ ａ 、 ま た は ａ ｎ ） は 、 当 該 要  
素 が 複 数 存 在 す る こ と を 排 除 し な い こ と に 留 意 さ れ た い 。 さ ら に 、 い か な る 参 照 符 号 も 特  
許 請 求 の 範 囲 を 限 定 し な い こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る 本 発 明 の 態 様 、 代 替 形 態 、 お よ び 実 施 形 態 は 、 本 明 細 書 に 開 示 さ  
れ る 単 数 ま た は 複 数 の 他 の 態 様 、 代 替 形 態 、 お よ び 実 施 形 態 と 組 み 合 わ せ る こ と が で き る  
。 ２ つ 以 上 の 態 様 を 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 を 、 パ ネ ル の セ ッ ト を 含 む 組 み 立 て ら れ た 家 具 と し て 図 １ Ａ ～ 図 １ Ｃ  
に 示 す 。 パ ネ ル の セ ッ ト は 、 第 １ 主 表 面 １ ２ を 有 す る 第 １ 主 面 １ １ を 有 す る 第 １ パ ネ ル １  
０ と 、 第 ２ 主 表 面 ２ ２ を 有 す る 第 ２ 主 面 ２ １ を 有 す る 第 ２ パ ネ ル ２ ０ と 、 を 備 え 、 係 止 配  
置 に お い て 、 第 １ 主 面 １ １ は 、 第 ２ 主 面 ２ １ に 対 し て 本 質 的 に 垂 直 で あ り 得 る 。 第 ２ パ ネ  
ル ２ ０ は 、 第 ２ 主 表 面 ２ ２ か ら 第 １ 距 離 Ａ を 置 い た 第 ３ 主 表 面 ２ ５ を 備 え て い る 。 第 １ パ  
ネ ル と 第 ２ パ ネ ル と は 、 第 １ パ ネ ル １ ０ の 第 １ 縁 部 を 第 ２ パ ネ ル ２ ０ の 第 ２ 縁 部 に 係 止 す  
る た め の 係 止 装 置 ５ ０ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ２ Ａ 、 図 ３ Ａ 、 図 ４ Ａ ～ 図 ８ Ａ は 、 縁 部 溝 部 ３ ０ を 第 １ パ ネ ル １ ０ の 第 １ 縁 部 に 備 え  
る 係 止 装 置 ５ ０ の 実 施 形 態 を 拡 大 し て 示 し て い る 。 前 記 縁 部 溝 部 は 、 第 １ 溝 部 表 面 ３ １ と  
、 反 対 側 の 第 ２ 溝 部 表 面 ３ ２ と 、 第 １ 底 部 表 面 ３ ３ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 係 止 装 置 ５ ０ は 、 舌 部 溝 部 ２ ６ を 第 ２ パ ネ ル ２ ０ の 第 ２ 主 表 面 ２ ２ に 備 え て い る 。 前 記  
第 ２ パ ネ ル は 、 係 止 配 置 に お い て 、 第 １ 底 部 表 面 ３ ３ に 面 す る 第 １ 縁 部 表 面 ２ ３ を 備 え て  
い る 。 第 ２ パ ネ ル は 、 舌 部 溝 部 ２ ６ と 第 １ 縁 部 表 面 ２ ３ と の 間 に 延 び る 第 ２ 縁 部 表 面 ２ ４  
を さ ら に 備 え て い る 。 縁 部 溝 部 ３ ０ は 、 舌 部 ４ ０ を 備 え て い る 。 舌 部 ４ ０ は 、 係 止 配 置 に  
お い て 、 第 １ 縁 部 と 第 ２ 縁 部 と を 、 第 １ 主 面 １ １ に 対 し て 垂 直 な 第 １ 方 向 Ｄ １ に お い て 係  
止 す る た め に 、 舌 部 溝 部 ２ ６ と 協 働 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 係 止 配 置 に お い て 、 第 １ パ ネ ル と 第 ２ パ ネ ル と は 、 第 ２ 主 面 ２ １ に 対 し て 垂 直 で あ り 得  
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る 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に お い て 係 止 す る た め に 、 第 １ 溝 部 表 面 ３ １ は 、 第 １ 接 触 領 域 ３ １ ’ に お  
い て 第 ２ 主 表 面 ２ ２ と 協 働 し 、 第 ２ 溝 部 表 面 ３ ２ は 、 第 ２ 接 触 領 域 ３ ２ ’ に お い て 第 ３ 主  
表 面 ２ ５ と 協 働 す る 。 第 １ 接 触 領 域 ３ １ ’ は 、 係 止 配 置 に お い て 、 第 ２ 接 触 領 域 ３ ２ ’ か ら  
第 ２ 距 離 Ｈ を 置 い て 位 置 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 １ 溝 部 表 面 ３ １ の 実 施 形 態 は 、 舌 部 ４ ０ の 上 方 に 位 置 す る 上 部 と 、 舌 部 ４ ０ の 下 方 に  
位 置 す る 下 部 ３ ８ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 係 止 装 置 ５ ０ の 実 施 形 態 は 、 係 止 配 置 に お い て 、 第 ２ 縁 部 表 面 ２ ４ と 下 部 ３ ８ と の 間 に  
第 １ ス ペ ー ス ３ ５ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 第 １ ス ペ ー ス ３ ５ の 実 施 形 態 は 、 係 止 配 置 に お い て 、 舌 部 ４ ０ か ら 第 １ 縁 部 表 面 ２ ３ ま  
で 延 び て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ２ Ｂ は 、 分 解 状 態 に お け る 第 １ パ ネ ル １ ０ の 実 施 形 態 の 一 部 を 拡 大 し て 開 示 し て い る  
。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ３ Ａ は 、 係 止 装 置 ５ ０ の 実 施 形 態 を 拡 大 し て 開 示 し て い る 。 舌 部 ４ ０ の 上 方 に 位 置 す  
る 第 １ 溝 部 表 面 ３ １ の 上 部 と 、 舌 部 ４ ０ の 下 方 に 位 置 す る 第 １ 溝 部 表 面 ３ １ の 下 部 ３ ８ と  
は 、 平 行 で あ り 得 る と と も に ず れ 得 る 。 こ れ に よ り 、 係 止 配 置 に お い て 、 第 ２ 縁 部 表 面 ２  
４ と 第 １ 溝 部 表 面 ３ ８ の 下 部 ３ ８ と の 間 に 第 １ ス ペ ー ス ３ ５ が 得 ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 係 止 装 置 ５ ０ の 実 施 形 態 は 、 開 放 ス ペ ー ス ３ ６ を 第 １ 主 表 面 １ ２ と 第 ３ 主 表 面 ２ ５ と の  
交 差 部 に 備 え る 縁 部 溝 部 ３ ０ の 実 施 形 態 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ３ Ｂ は 、 本 発 明 の 分 解 状 態 に お け る 第 ２ パ ネ ル ２ ０ の 実 施 形 態 の 一 部 を 拡 大 し て 開 示  
し て い る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 第 ２ パ ネ ル は 、 ガ イ ド 面 取 り 部 を 備 え て い な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ４ Ａ は 、 係 止 装 置 ５ ０ の 実 施 形 態 を 拡 大 し て 開 示 し て い る 。 第 ２ 縁 部 表 面 ２ ４ が 第 ２  
主 表 面 ２ ２ か ら ず れ て い る こ と に よ り 、 第 １ ス ペ ー ス ３ ５ が 、 係 止 配 置 に お い て 、 第 ２ 縁  
部 表 面 ２ ４ と 第 １ 溝 部 表 面 ３ １ の 下 部 ３ ８ と の 間 に 得 ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 ２ 距 離 Ｈ は 、 第 １ 距 離 Ａ よ り も 大 き く て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 ２ 距 離 Ｈ は 、 第 １ 主 面 １ １ に 対 し て 垂 直 な 方 向 に お い て  
、 第 １ 接 触 領 域 ３ １ ’ と 第 ２ 接 触 領 域 ３ ２ ’ と の 間 で 最 も 接 近 し た 距 離 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ 溝 部 表 面 ３ １ は 、 突 出 す る 舌 部 ４ ０ を 備 え 得 る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ４ Ｂ は 、 係 止 装 置 ５ ０ の 実 施 形 態 を 拡 大 し て 開 示 し て い る 。 舌 部 ４ ０ は 、 第 １ パ ネ ル  
１ ０ か ら 、 好 適 に は フ ラ イ ス 加 工 に よ り 形 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 係 止 装 置 ５ ０ は 、 可 撓 性 舌 部 ４ ０ を 備 え 得 る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 係 止 装 置 ５ ０ は 、 挿 入 溝 部 １ ３ に 配 置 さ れ た 舌 部 ４ ０ を 備 え 得 る 。 舌 部 は 、 ガ ラ ス 繊 維  
等 の 充 填 材 で 強 化 さ れ 得 る ポ リ マ ー 材 料 か ら 構 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ 接 触 領 域 ３ １ ’ と 第 ２ 接 触 領 域 ３ ２ ’ と は 、 第 ２ 主 面 ２ １ に 対  
し て 垂 直 な 方 向 に お い て 第 ３ 距 離 Ｃ を 置 い て 位 置 し 得 る 。 第 １ 距 離 Ａ は 、 第 ３ 距 離 Ｃ よ り  
も 大 き く て よ い 。 例 え ば 、 第 １ 距 離 Ａ は 、 第 ３ 距 離 Ｃ よ り も 少 な く と も ３ ％ 大 き く て よ い  
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、 第 ３ 距 離 Ｃ よ り も 少 な く と も ５ ％ 大 き く て よ い 、 第 ３ 距 離 Ｃ よ り も 少 な く と も １ ０ ％ 大  
き く て よ い 、 第 ３ 距 離 Ｃ よ り も 少 な く と も １ ５ ％ 大 き く て よ い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ８ Ａ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る セ ッ ト を 開 示 し て い る 。 、 係 止 配 置 に お い て 縁 部 溝  
部 ３ ０ に 挿 入 さ れ た 第 ２ パ ネ ル ２ ０ の 一 部 が 、 方 向 Ｂ に お い て 、 第 １ 溝 部 表 面 ３ １ に 向 か  
っ て 、 好 適 に は 第 １ 溝 部 表 面 ３ １ の 下 部 ３ ８ に 向 か っ て 屈 曲 し 得 る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 第 ２ パ ネ ル ２ ０ の 厚 さ は 、 パ ネ ル 製 造 プ ロ セ ス に お け る 製 造 公 差 を 理 由 と し て ば ら つ き  
得 る 。 第 ２ パ ネ ル ２ ０ の 屈 曲 Ｂ は 、 厚 さ の ば ら つ き を 補 償 し 得 る 。 よ り 厚 い パ ネ ル は よ り  
大 き な 程 度 の 屈 曲 を 生 じ さ せ る た め 、 よ り 薄 い パ ネ ル は よ り 小 さ な 程 度 の 屈 曲 を 生 じ さ せ  
る 。 上 述 の 屈 曲 に よ り 、 第 ２ パ ネ ル ２ ０ の 第 １ 距 離 Ａ が 賦 形 ツ ー ル を 使 用 し た フ ラ イ ス 加  
工 等 の 較 正 切 断 に よ り 設 定 さ れ る 製 造 ス テ ッ プ を な く す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 屈 曲 Ｂ は 、 第 ２ パ ネ ル ２ ０ の 第 ２ 主 表 面 ２ ２ と 第 １ パ ネ ル １ ０ の 縁 部 溝 部 ３ ０ の 第 １ 接  
触 領 域 ３ １ ’ と の 間 に 圧 縮 力 を も た ら し 得 る 。 圧 縮 力 に よ り 、 第 １ パ ネ ル と 第 ２ パ ネ ル と  
の 間 に 強 固 で 美 観 に 優 れ た 接 続 が 形 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 係 止 装 置 ５ ０ は 、 係 止 配 置 に お い て 、 第 ２ 縁 部 表 面 ２ ４ と  
第 １ 溝 部 表 面 ３ １ と の 間 に 第 １ ス ペ ー ス ３ ５ を 構 成 し 得 る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 第 １ ス ペ ー ス ３ ５ は 、 屈 曲 Ｂ を 容 易 に し 得 る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 第 １ ス ペ ー ス ３ ５ は 、 セ ッ ト の 分 解 中 に 第 ２ パ ネ ル ２ ０ に 角 度 を 付 け や す く し 得 る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 ５ Ａ は 、 係 止 装 置 ５ ０ の 実 施 形 態 を 拡 大 し て 開 示 し て い る 。 、 第 ２ パ ネ ル ２ ０ は 、 ガ  
イ ド 面 取 り 部 ２ ８ を 備 え 得 る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 舌 部 溝 部 ２ ６ は 、 第 １ パ ネ ル １ ０ お よ び 第 ２ パ ネ ル ２ ０ の  
設 置 手 順 の 改 善 の た め に 、 ガ イ ド 面 取 り 部 ２ ７ を 備 え 得 る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 ２ パ ネ ル ２ ０ は 、 第 １ パ ネ ル １ ０ お よ び 第 ２ パ ネ ル ２ ０  
の 設 置 手 順 の さ ら な る 改 善 の た め に 、 ガ イ ド 面 取 り 部 ２ ９ お よ び ／ ま た は ２ ８ を 備 え 得 る  
。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 上 述 の ガ イ ド 面 取 り 部 は 、 第 ２ パ ネ ル ２ ０ が 第 ２ 主 面 ２ １ に 対 し て 平 行 に 第 １ パ ネ ル １  
０ に 向 か っ て 第 １ 主 面 １ １ に 対 し て 垂 直 な 方 向 に ず れ 、 第 ２ パ ネ ル ２ ０ が 縁 部 溝 部 ３ ０ に  
挿 入 さ れ て 係 止 装 置 ５ ０ に よ り 互 い に 係 止 さ れ る 少 な く と も １ つ の 設 置 手 順 に お け る 改 善  
で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 ５ Ｂ は 、 係 止 装 置 ５ ０ の 実 施 形 態 を 拡 大 し て 開 示 し て い る 。 、 第 １ 接 触 領 域 ３ １ ’ は  
、 舌 部 ４ ０ の 下 方 に 配 置 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 ６ Ａ は 、 係 止 装 置 ５ ０ の 実 施 形 態 を 拡 大 し て 開 示 し て い る 。 、 第 １ 接 触 領 域 ３ １ ’ は  
、 可 撓 性 舌 部 ４ ０ の 下 方 に 位 置 し 得 る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 縁 部 溝 部 ３ ０ は 、 第 ２ 底 部 表 面 ３ ４ を 、 第 １ 底 部 表 面 ３ ３  
よ り も 大 き い 深 さ に 備 え 得 る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 係 止 装 置 ５ ０ は 、 係 止 配 置 に お い て 、 第 １ 縁 部 表 面 ２ ３ と  
第 ２ 底 部 表 面 ３ ４ と の 間 に 第 ２ ス ペ ー ス ３ ７ を 構 成 す る 。 第 ２ ス ペ ー ス ３ ７ は 、 セ ッ ト の  
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よ り 簡 単 な 分 解 を 促 進 し 得 る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 ６ Ｂ は 、 係 止 装 置 ５ ０ の 実 施 形 態 を 拡 大 し て 開 示 し て い る 。 、 第 １ ス ペ ー ス ３ ５ の 下  
部 が 、 第 １ ス ペ ー ス ３ ５ の 上 部 よ り も 大 き い 幅 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ 接 触 領 域 ３ １ ’ と 第 ２ 接 触 領 域 ３ ２ ’ と は 、 第 ３ 距 離 Ｃ  
を 置 い て 位 置 し 得 る 。 第 ２ 溝 部 表 面 ３ ２ と 第 １ 底 部 表 面 ３ ３ と は 、 第 ２ 主 面 ２ １ に 対 し て  
垂 直 な 方 向 に お い て 、 第 ４ 距 離 Ｗ を 置 い て 位 置 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 ４ 距 離 Ｗ は 、 約 ０ ． １ × Ｃ ～ ０ ． ９ × Ｃ の 範 囲 、 ま た は  
約 ０ ． ２ ５ × Ｃ ～ ０ ． ７ ５ × Ｃ の 範 囲 、 ま た は よ り 好 適 に は 約 ０ ． ５ × Ｃ で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 係 止 配 置 に お い て 、 第 ２ 溝 部 表 面 ３ ２ と 第 ２ 主 面 ２ １ と の  
間 の 第 １ 角 度 α が 、 約 １ ～ ３ ０ ° の 範 囲 、 ま た は 約 ２ ～ ２ ０ ° の 範 囲 、 ま た は よ り 好 適 に  
は 約 ５ ～ １ ０ ° の 範 囲 に あ り 得 る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ 主 表 面 １ ２ と 第 １ 溝 部 表 面 ３ １ と の 間 の 第 ２ 角 度 β が  
、 約 ７ ０ ～ ８ ９ ° の 範 囲 、 ま た は 約 ８ ８ ～ ８ ０ ° の 範 囲 、 ま た は よ り 好 適 に は 約 ８ ５ ° で  
あ り 得 る 。 こ れ に よ り 、 第 １ ス ペ ー ス ３ ５ が 、 係 止 配 置 に お い て 、 第 ２ 縁 部 表 面 ２ ４ と 第  
１ 溝 部 表 面 ３ １ と の 間 に 得 ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ パ ネ ル お よ び ／ ま た は 第 ２ パ ネ ル は 、 Ｈ Ｄ Ｆ 、 Ｍ Ｄ Ｆ  
、 合 板 、 無 垢 材 、 ま た は は パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド の う ち の １ つ 以 上 の 木 材 繊 維 系 材 料 、 ま た  
は 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 板 、 ま た は 木 材 繊 維 複 合 板 か ら 構 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ お よ び ／ ま た は 第 ２ パ ネ ル は 、 装 飾 層 を 備 え 得 る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 縁 部 溝 部 ３ ０ は 、 第 １ 縁 部 の 全 長 に 本 質 的 に 沿 っ て 延 び 得  
る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 ２ パ ネ ル ２ ０ は 、 前 記 舌 部 溝 部 ２ ６ を 、 ４ つ の 縁 部 の う  
ち の 少 な く と も ２ つ に 備 え 得 る 。 例 え ば 、 第 ２ パ ネ ル ２ ０ は 、 舌 部 溝 部 を 、 ２ つ の 対 向 す  
る 端 部 に 含 み 得 る が 、 残 り の ２ つ の 対 向 す る 縁 部 に は 舌 部 溝 部 が な く て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 ７ Ａ は 、 係 止 装 置 ５ ０ の 実 施 形 態 を 拡 大 し て 開 示 し て い る 。 、 係 止 装 置 は 、 第 １ 主 面  
１ １ と 第 ２ 主 面 ２ １ と の 間 の 第 ３ 角 度 γ を 増 大 さ せ る よ う に 、 隣 接 す る パ ネ ル １ ０ に 対 し  
て パ ネ ル ２ ０ に 角 度 を 付 け る 動 作 ６ ０ に よ り 、 係 止 解 除 さ れ る よ う に 構 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 図 ７ Ｂ は 、 係 止 装 置 ５ ０ の 実 施 形 態 を 拡 大 し て 開 示 し て い る 。 、 第 １ パ ネ ル １ ０ と 第 ２  
パ ネ ル ２ ０ と は 、 摩 擦 に よ り 係 止 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 組 み 立 て ら れ た 家 具 は 、 ４ つ の 第 １ パ ネ ル １ ０ と 、 １ つ の  
第 ２ パ ネ ル ２ ０ と 、 を 含 み 得 る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 ４ つ の 第 １ パ ネ ル １ ０ の 全 て が 、  
同 一 タ イ プ の 係 止 装 置 を 含 み 、 第 ２ パ ネ ル ２ ０ の ４ つ の 縁 部 全 て に 対 す る 係 止 が 可 能 と さ  
れ て い る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 ４ つ の 第 １ パ ネ ル の の う ち の ２ つ が 、 舌 部 が 第 ２ パ ネ ル  
の 舌 部 溝 部 に 係 止 す る よ う に 構 成 さ れ た 同 一 タ イ プ の 係 止 装 置 を 含 み 、 残 り の ２ つ の 第 １  
パ ネ ル は 、 係 止 装 置 を 含 ま な く て も よ い 、 ま た は 図 ７ Ｂ に 示 す よ う な 摩 擦 に よ り 係 止 さ れ  
る 係 止 装 置 を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 上 述 の 種 々 の 態 様 、 実 施 形 態 、 お よ び 代 替 形 態 は 、 記 載 さ れ た 他 の 態 様 、 実 施 形 態 、 お  
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よ び 代 替 形 態 の う ち の 単 数 ま た は 複 数 と 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 】
【 図 １ Ａ 】 【 図 １ Ｂ 】

【 図 １ Ｃ 】 【 図 ２ Ａ 】
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【 図 ２ Ｂ 】 【 図 ３ Ａ 】

【 図 ３ Ｂ 】 【 図 ４ Ａ 】
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【 図 ４ Ｂ 】 【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】 【 図 ６ Ａ 】
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【 図 ６ Ｂ 】 【 図 ７ Ａ 】

【 図 ７ Ｂ 】 【 図 ８ Ａ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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【要約の続き】
面（３２）が、第２接触領域（３２’）において前記第３主表面と協働する。
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